
「
東
西
文
化
の
交
流
点
」で

—

ロ
シ
ア
連
邦
ボ
ル
ガ
ル
遺
跡
を
巡
る
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世
界
遺
産
ボ
ル
ガ
ル

二
〇
一
四
年
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
委
員
会
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
国

内
二
六
番
目
の
世
界
遺
産
と
し
て
、

ヴ
ォ
ル
ガ
河
と
カ
マ
河
の
合
流
点
付

近
に
位
置
す
る
「
ボ
ル
ガ
ル
の
歴
史

的
考
古
学
的
遺
産
群
」
の
記
載
が
決

定
さ
れ
た
。

ボ
ル
ガ
ル
は
、
一
〇
世
紀
に
ヴ
ォ

ル
ガ
沿
岸
地
域
に
繁
栄
し
た
ヴ
ォ
ル

ガ
・
ブ
ル
ガ
ル
国
家
の
首
都
で
、
東

西
交
易
の
中
継
点
と
し
て
栄
え
た
。

こ
こ
に
は
、
中
東
地
域
か
ら
の
使
節

も
往
来
し
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
最

も
進
め
ら
れ
た
。

一
方
、
現
在
の
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ロ
シ
ア
正
教
と

共
存
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
し
ば

し
ば
強
調
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇

年
に
世
界
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
た
、

共
和
国
の
中
心
都
市
カ
ザ
ン
に
あ
る

カ
ザ
ン
・
ク
レ
ム
リ
ン
に
は
、
こ
う

し
た
宗
教
共
存
の
象
徴
と
し
て
、
ロ

シ
ア
正
教
の
聖
堂
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の

モ
ス
ク
が
並
び
立
っ
て
い
る
。

ボ
ル
ガ
ル
も
、
そ
の
敷
地
内
に
帝

政
期
に
建
て
ら
れ
た
教
会
跡
地
と
ミ

ナ
レ
ッ
ト
が
並
ん
で
お
り
、
両
宗
教

の
共
存
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ル
ガ
ル
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
の
ロ
シ
ア
正
教
の
中
心
で
あ
る
ス

ヴ
ィ
ヤ
シ
ス
ク
島
の
開
発
も
並
行
し

て
進
め
る
こ
と
で
、
や
は
り
両
宗
教

へ
の
配
慮
を
示
し
て
い
る
。

遺
産
復
興
の
影

ボ
ル
ガ
ル
の
復
旧
・
開
発
は
、
基

本
的
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
。
イ
ン
フ
ラ
・
施
設
整
備
、
世

界
遺
産
化
に
よ
る
知
名
度
の
上
昇
に

よ
り
、
観
光
客
の
数
も
増
加
し
、
経

済
的
な
利
益
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
規
模
な
開
発
事

業
に
対
し
て
は
、
多
く
の
批
判
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
世
界
遺
産
の
審
議

に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
施
設
の
整
備

な
ど
に
対
し
て
、
景
観
を
破
壊
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
相
次
い
だ
。
遺
跡

の
修
復
自
体
に
つ
い
て
も
、
再
建
さ

れ
た
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
真
正
性
に
関
し

て
疑
義
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
タ
タ
ー
ル
の
民
族
主
義
者

か
ら
は
、
観
光
開
発
に
対
し
て
、「
聖

な
る
ボ
ル
ガ
ル
を
汚
す
も
の
」
と
い

う
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ス
ヴ
ィ
ヤ
シ
ス
ク
島
の
開
発
に
つ
い

て
、
こ
こ
が
か
つ
て
の
改
宗
政
策
の

中
心
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち

の
歴
史
に
対
す
る
裏
切
り
と
し
て
、

反
発
も
出
て
い
る
。

ボ
ル
ガ
ル
遺
跡
は
、
地
域
の
イ
ス

ラ
ー
ム
の
歴
史
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の

共
存
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
復
興
事
業
は
、
歴
史

の
再
現
・
宗
教
共
存
の
困
難
を
顕
在

化
さ
せ
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

連
の
崩
壊
を
間
近
に
、
タ
タ
ー
ル
の

あ
い
だ
で
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
意
識

が
高
ま
る
な
か
、「
聖
ボ
ル
ガ
ル
の

集
い
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

ヴ
ォ
ル
ガ
・
ブ
ル
ガ
ル
国
家
の
イ
ス

ラ
ー
ム
受
容
一
一
〇
〇
周
年
（
イ
ス

ラ
ー
ム
歴
換
算
）
に
ち
な
ん
で
お
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
受
容
の
聖
地
と
し
て
ボ

ル
ガ
ル
で
集
団
礼
拝
を
お
こ
な
っ
た

の
で
あ
る
。
ボ
ル
ガ
ル
に
は
、
宣
教

に
来
た
ム
ハ
ン
マ
ド
の
弟
子
が
埋
葬

さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ

に
あ
や
か
っ
て
巡
礼
に
訪
れ
る
と
い

う
習
慣
が
あ
る
。「
集
い
」
は
、
こ

の
習
慣
に
も
ち
な
ん
で
、
以
降
毎
年

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
遺
跡
の
復
旧
・
発

掘
調
査
も
活
発
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

二
〇
一
〇
年
に
は
タ
タ
ル
ス
タ
ン
初

代
大
統
領
の
シ
ャ
イ
ミ
エ
フ
に
よ
り
、

「
復
興
基
金
」
が
設
立
さ
れ
、タ
タ
ー

ル
民
族
の
故
地
と
し
て
ボ
ル
ガ
ル
の

修
復
・
開
発
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、

世
界
遺
産
の
認
定
も
目
標
に
掲
げ
ら

れ
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
敷
地
周
辺

に
博
物
館
や
新
し
い
モ
ス
ク
の
建
設

な
り
、
引
き
続
き
東
西
交
流
の
中
心

地
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
た
。

世
界
遺
産
の
認
定
に
当
た
っ
て
評

価
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
東
西
文
化
の

接
点
、
地
域
の
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム

拠
点
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、

現
在
こ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
タ

タ
ー
ル
の
聖
地
と
し
て
も
、
こ
の
遺

跡
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

タ
タ
ー
ル
と
は
、
言
語
的
に
は
ト

ル
コ
人
に
近
い
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
で
、

そ
の
大
半
は
ス
ン
ニ
派
の
ム
ス
リ
ム

で
あ
る
。
現
在
ロ
シ
ア
国
内
に
は
約

五
〇
〇
万
人
が
居
住
し
て
お
り
、
最

ヴ
ォ
ル
ガ
河
沿
岸
の
古
都
ボ
ル
ガ
ル
。

そ
の
遺
跡
は
、
ロ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
地
と
さ
れ
る
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
共
存
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
文
化
遺
産
保
護
運
動
は
、
そ
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
征
服
を
受

け
る
が
、
一
三
世
紀
に
成
立
し
た

ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
の
最
初
の
首
都
と

大
の
少
数
民
族
と
し
て
、
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。
タ
タ
ー
ル
の

名
を
冠
す
る
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国

は
、
ロ
シ
ア
連
邦
内
で
も
傑
出
し
た

民
族
自
治
共
和
国
と
し
て
、
タ
タ
ー

ル
語
や
タ
タ
ー
ル
文
化
の
復
興
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
ボ
ル
ガ
ル
の
世
界

遺
産
申
請
も
、
こ
の
タ
タ
ル
ス
タ
ン

共
和
国
が
主
導
し
た
。

現
代
の
タ
タ
ー
ル
と
ボ
ル
ガ
ル
復
興

現
代
の
ボ
ル
ガ
ル
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
一
九
八
九

年
で
あ
る
。
無
神
論
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
た
ソ

●

カザフスタン

ロシア

タタルスタン共和国

新設されたホワイト・モスク（撮影・松本路朗）

敷地内のミナレットと教会跡（撮影・松本路朗）

ボルガルから眺めるヴォルガ河（撮影・松本路朗）

ボルガル遺跡
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